



井伏鱒二著作年表稿（昭和13年） 前田 貞昭 3
平野謙著作年表稿（戦前） 池田 純人 25
今井誉次郎著作年表稿〈１〉（戦後） 牧戸 章 51
太宰治におけるコミュニズムと転向 川崎 和啓 一
平野謙 転向の意味－「思想と実生活論争」を中心にして－ 池田 純人 三五
『虞美人草』－小野さんの物語－ 上村 雅美 五五
第２号（1991年１月10日）
「井伏鱒二著作年表稿」手控え１ 前田 貞昭 3
［資料］1930年代における作文教育実践 〈１〉 牧戸 章 21
芥川『地獄変』試論－「語り手」を中心に－ 宮田 一生 一
金子光晴の第一詩集について－自分へのこだわりということ－ 谷口 新一 一七
「鯉」異説－変容する〈鯉〉－ 前田 貞昭 三五
第３号（1992年１月10日）
井伏鱒二著作年表稿（昭和10年） 前田 貞昭 3
「井伏鱒二著作年表稿」手控え２ 前田 貞昭 35
［資料］1930年代における作文教育実践〈２〉 牧戸 章 43
『行人』論－変容する語り－ 東浦 賢治 一
『戯作三昧』論 宮田 一生 一九
第４号（1993年１月10日）
井伏鱒二著作年表稿（昭和７年～８年） 前田 貞昭 3
「井伏鱒二著作年表稿」手控え３ 前田 貞昭 59
［資料］1930年代における作文教育実践 〈３〉 牧戸 章 69
戦後「話し合い」研究文献目録１ 牧戸 章 85
第５号（1994年１月10日）
井伏鱒二著作年表稿（昭和４年～６年） 前田 貞昭 3
「井伏鱒二著作年表稿」手控え４ 前田 貞昭 95
『風刺文学』細目 宮城達夫、清水昌子 101
『人間喜劇』細目 宮城 達夫 109
［資料］1930年代における作文教育実践〈４〉 牧戸 章 113
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第６号（1995年２月10日）
井伏鱒二著作年表稿（大正12年～昭和３年） 前田 貞昭 3
「井伏鱒二著作年表稿」手控え５ 前田 貞昭 33
［資料］1930年代における作文教育実践〈５〉 牧戸 章 39
既刊号（第１号～第６号）総目次 47
第７号（1996年３月10日）
ドイツ国語教授学個体史研究Robert Ulshöfer 研究文献目録 土山 和久 3




雑誌『新潮』菊池寛関係参考文献目録（大正７年～12年） 大西 浩史 3
菊池寛著作目録拾遺 大西 浩史 27
［資料］ドイツ連邦共和国バーデン・ヴェルテムベルク州
【国語科学習指導要領】（１）―基礎学校編― 土山 和久 33
菊池寛「忠直卿行状記」論考 大西 浩史 一
第９号（1998年３月10日）
[資料]ドイツ連邦共和国バーデン・ヴェルテムベルク州
【国語科学習指導要領】（２） : ハウプトシューレ編 土山 和久 3
[資料]ドイツ連邦共和国バーデン・ヴェルテムベルク州
【国語科学習指導要領】（３） : レアルシューレ編 土山 和久 37
司馬遼太郎『覇王の家』とその依拠史料 太田 満明 一
第10号（1999年２月20日）
昭和二十年代国語単元学習をめぐる論点の再検討
―系統性の問題を中心に― 河野 智文 3
井伏鱒二談話･座談目録稿―調査現況報告― 前田 貞昭 14
藤枝静男「田紳有楽」論 森下 竜志 一
作品集『さらばモスクワ愚連隊』における五木文学のアナーキス
ティックな許容性 光葉 啓一 一二
古代文と現代文の相異二点 重見 一行 二二
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第11号（2000年３月15日）
コア・カリキュラムにおける言語学習指導実践 河野 智文 3
[資料]ドイツ連邦共和国バーデン・ヴュルテムベルク州
【国語科学習指導要領】(４) ギムナジウム編 土山 和久 13
第12号（2001年１月20日）
『文学界』（聚芳閣）細目稿 前田 貞昭 3
井伏鱒二談話・座談目録稿補遺―調査現況報告― 前田 貞昭 21
｢ニ｣の意味役割についての素描 菅井 三実 35
京都市国語教育研究会『国語カリキュラム』（昭和28年）
と関連資料 河野 智文 49
『沈黙』論―神の沈黙と人間の沈黙― 來村 明子 一
第13号（2002年２月10日）
『文學界』（聚芳閣）細目稿補遺 前田 貞昭 3
井伏鱒二「乳母車」をめぐって
―「歪なる図案」との本文異同の検討、その他― 前田 貞昭 一
「画集の上にレモンを置く」とはいかなることか
―梶井基次郎「秘やかな楽しみ」読解の試み― 川原田繁成 二三
中島敦「山月記」論―「欠ける所」についての考察― 吉村 久夫 三五
『背教者ユリアヌス』論 ―語り手の造形から― 福井 和夫 四七
第14号（2003年２月10日）
井伏鱒二著作調査ノート（その一）
―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後― 前田 貞昭 3
三好達治論 象徴イメージ「鳥」と精神の構図 中井 一弘 一
『草枕』の那美さん―作品内の言葉と場をてがかりに― 橋本 尚喜 一五
第15号（2004年１月15日）
新潮文庫『山椒魚』（井伏鱒二）改版・本文事情瞥見
―『新潮文庫全作品目録1914～2000』の検証など― 前田 貞昭 3
「ライトヴァース」再考―歌集『サラダ記念日』に代表される口
語体短歌を巡っての考察― 網野 博 一
〈魂の物語〉としての『豊饒の海』
―『奔馬』における〈魂〉回復の試み― 木下 圭文 九




―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後― 前田 貞昭 3
夏目漱石『道草』―健三とお住について― 松井菜穂子 一
ＯＦＦであってＯＦＦでない場所
―村上春樹『風の歌を聴け』論― 高見 篤士 九
「夢十夜」における二つの世界―「第八夜」を中心に― 赤塚 有子 一九
第17号（2006年１月25日）
井伏鱒二「岬の風景」私注稿―木津川丸と大阪商船― 前田 貞昭 3
宮本輝『錦繍』論のために―亜紀と靖明・二つの平行線― 黄 麗娜 一
第18号（2007年１月25日）
井伏鱒二著作調査ノート（その三）
―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後― 前田 貞昭 3
教師の読み方へ
― イーザーの読者論、物語論、自由間接話法― 鎌田首治朗 17




―井伏文学における因島検証の前提として― 前田 貞昭 3
小学校国語科における文学教材の分析法に関する一考察 小澤 賢三 37
３段階読解モデル構想における接続関係の体系化 伊藤 洋子 54
向田文学の主婦像に見られるフェミニズムの痕跡
―昭和五十年代の作品を中心に― 陳 秀文 一
第20号（2009年１月25日）
『蚕糸界報』掲載井伏随筆について―井伏鱒二著作ノート余聞― 前田 貞昭 3
韋応物「松子落」 鈴木 敏雄 一
「道化の華」―「海」の彼方― 猪八重 寛 九
第21号（2010年１月25日）
井伏鱒二著作調査ノート（その四）




孟浩然らの詩に見られる「空」 鈴木 敏雄 一
第22号（2011年２月20日）
底本の原理 The Rationale of Copy-Text Walter Wilson Greg
訳:前田貞昭、田口真弥 3
王安石「擬寒山拾得二十首」と『楞厳経』 鈴木 敏雄 一
『羊をめぐる冒険』の〈僕〉
―物語類型からの解放を目指して― 田口 真弥 一三
第23号（2012年２月20日）
井伏鱒二著作調査ノート（その五）
―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後― 前田 貞昭 3
19世紀アメリカ作家学術版編纂の原則
Some Principles for Scholarly Editions of Nineteenth
-Century American Authors Fredson Bowers
訳:前田貞昭、池嶋達矢 13
井伏鱒二「兼行寺の池」本文推移一覧
―自筆原稿から初出『新潮』本文へ― 前田 貞昭 一
第24号（2013年２月20日）
太宰治「庭」論―〈分を弁える〉こと― 池嶋 達矢 三
劉克莊『後村詩話』の一則に見る慈受和尚「擬寒山詩」について 鈴木 敏雄 一五
井伏鱒二「兼行寺の池」漢字字体・字形推移一覧稿
―自筆原稿から初出『新潮』本文へ― 前田 貞昭 二五
第25号（2014年２月20日）
井伏鱒二著作調査ノート（その六）
―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後― 前田 貞昭 3
書誌学―その擁護のために





―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後― 前田 貞昭 3
書誌学―その擁護のために（承前）
Bibliography―An Apologia Walter Wilson Greg
訳:前田貞昭、山本あい 17
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蘇軾以降の「和陶詩」に於ける擬古詩性 鈴木 敏雄 一
第27号（2016年１月20日）
変貌する社会、人間―太宰治『ろまん燈籠』論― 辻 正憲 三
擬作詩としての明の陳贄「和『唐音』」 鈴木 敏雄 一三
井伏鱒二「一路平安」〈今日の問題社版〉・〈有光名作選集版〉
本文推移一覧 前田 貞昭 二三
第28号（2017年１月20日）
井伏鱒二著作調査ノート（その八）
―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後― 前田 貞昭 3
清の温汝能「『和陶合箋』序」訳釈 鈴木 敏雄 一
第29号（2018年２月20日）
井伏鱒二著作調査ノート（その九）
―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後― 前田 貞昭 3
劉宋の隠士、王素の「学阮歩兵体」詩とその擬作背景について 鈴木 敏雄 一
井伏鱒二未公開書簡の活字化に関わる諸課題―井伏の手書き資料
（書簡・自筆原稿）にみる特徴を踏まえて― 田中 雅和 一三
井伏鱒二関連正誤表二点 前田 貞昭 三三
第30号〔終刊号〕（2019年２月10日）
井伏鱒二の寄宿舎（福山中学校寄宿舎と誠之舎）在舎時期とその周
辺事―福山誠之館同窓会架蔵資料調査から― 前田 貞昭 三
明の張守約（梅村居士）「擬寒山詩」原詩対照考 鈴木 敏雄 三三
『兵庫教育大学 近代文学雑志』総目次 1
